






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































鷹巣 純 2007 「腐乱死体のイコノロジー̶九
相詩図像の周辺̶」『説話文学研究』42: 125-132. 
泉 武夫・加須屋誠・山本聡美  2007  『六道
絵』中央公論美術出版（加須屋氏の解説）. 









































































































































































































































































とができたのは今年（2008 年）の 5 月が初めてで
した。他の人の報告や紹介で知っていたつもりで
したが、やはり、本物をきちんと見なければわか
らないこともたくさんありました。たとえば、
「練供養」というくらいなので、二十五菩薩がそ
れぞれゆっくり「お練り」をするのだと思ってい
たのですが、実際は観音と勢至の二菩薩のみが、
合掌したり、蓮台を掲げたりして、パフォーマン
スをしながらゆったり進んでいくのですが、それ
以外の菩薩衆は、おつきの人に付き添われ、とこ
とこと歩いていくだけでした。中将姫の移動もこ
のときにはじめて知りました。たしかに来迎や成
仏とは矛盾するようですが、本来は準備の段階に
相当する娑婆堂への移動も、儀式の一部に組み込
まれてしまっていると考えればいいのではないで
しょうか。なお、迎講はかつては日本中の各地の
お寺で行われていたようで、石川県にも能登地方
に迎講のお面が残っています。お面を付けるとい
うのは、非日常的な世界を出現させる典型的な方
法です。 
 
「チベットの死者の書」についてのプリントにも
「存在そのものの中有」のところに、来迎と思わ
れる記述があったが、その点は死者自身が視覚的
に仏を見ることを強調している。仏教的な行いの
中には、観仏など、仏を見ることが重要であった
が、来迎というものを実際に見ることは、迎講な
どによって多くの人が共有できるようになるとと
もに、本来、死後に見るべきものであったものの
性質が変わってしまう気がする。 
「チベットの死者の書」の資料を配付したのは、
仏を見ることによる救いが、日本の浄土教だけで
はなく、チベットにもあることで、一種の普遍性
を知ってもらいたかったからです。「チベットの
死者の書」の場合、浄土教とは関係がないような
のですが、私はどこかでつながっているのではな
いかと思っています。チベットでも阿弥陀や極楽
への信仰はありますし、密教も浄土教も、インド
の観仏や見仏の伝統を受け継いでいるからです。
個人的な臨終行儀が、迎講という儀式に変わるこ
とで、その性質がまったく変わってしまったとい
うのは、そのとおりだと思いますし、それこそが
授業のポイントです。「儀礼化」「祭礼化」とは、
形式化であり、形骸化でもあります。はじめのこ
ろに紹介したように、儀礼とはしばしば形式主義
に陥り、実質的な意味を失ったり、変質させたり
しますが、それが個人的な実践にも適用されるの
です。 
 
ふと思ったのですが、極楽を想像するよりも、地
獄を想像する方が楽しいような気がしました。た
しかに極楽浄土へ行く方がよいと思うんですが、
想像するだけなら、地獄でのあんなことやこんな
ことを考えて、勝手に怖がっていた方が気を引き
締めて生活を送れそうな気がします。 
私もそう思いますし、過去の人たちもそうだった
のでしょう。極楽浄土図というのは中央アジアで
生まれ、中国、日本へと伝わりましたが、全体は
極楽浄土の宮殿の中に、阿弥陀如来とその取り巻
きが描かれているだけで、おもしろくありません。
「極楽浄土は三日もいれば退屈してしまう」と、
誰かが言っていたと思いますが、美術でもそのと
おりです。その点、地獄図は多様な情景を描いて
いますし、それ以上に、「こわいもの見たさ」を
充足させる魅力を持っています。絵解きの題材と
して、日本各地に地獄図を所蔵する寺院はたくさ
んありますし、立山曼荼羅のように、他の絵画の
中に組み込まれることもしばしば見られます。僧
侶の説明を聞きながらこれを見ることが重要だっ
たのです。ちなみに、浄土図の方は、浄土図に加
えて、『観経』の物語や十六観を周りに並べた當
麻曼荼羅の形式が、すでに中国から見られますし、
さらに日本では九品往生の場面を取り出した来迎
図が独立して描かれることが好まれるようになり
ます。迎講はそれをさらに現実の世界に再現した
ことになります。 
 
来迎引接ということで、極楽へ往生するための儀
礼が、臨終行儀ということですが、この臨終行儀
は日本特有のものなのでしょうか。インドで生ま
れた仏教から見ると、日本へ伝わってきた（とい
2008 年度 
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うか日本で成立した）仏教は、異端というか、別
物に見えます。 
臨終行儀は日本特有ですね。中国の浄土教は日本
の浄土教とかなり性格が異なり、本来の意味での
観仏を重視します。プロの行者による高度な瞑想
法というのが、その基本でしょう。日本仏教で来
迎のような考え方が主流になったのは、天台にお
ける本覚思想という考え方にかなり依拠していま
す。これは、人間は本来、仏と同じで悟った存在
であり、それに気がつきさえすれば、誰でもすぐ
に悟ることができるという考え方です（かなり乱
暴な説明ですが）。このような考え方は、インド
でも「如来蔵思想」という名で、すでに存在した
のですが、インド大乗仏教では正統とはみなされ
ず、むしろ危険な思想と考えられてきました。こ
れを推し進めると「修行無用論」になったしまう
からです。しかし、日本ではむしろ主流となりま
した。日本仏教がインド仏教から見れば異端であ
るというのはそのとおりです。しかし、それも
「仏教」の名のもとで人びとに信仰されたのであ
れば、それを「特別な仏教」とみなすよりも、そ
れをも包摂して「仏教」というものが歴史的に存
在したとみなす方が生産的ですし、おもしろいの
ではないでしょうか。 
 
『往生要集』はもっと思想についてばかりを述べ
たものだと思っていたので、「地獄観」や「臨終
の行儀」についても言及していると知って、興味
を引かれました。同時に「起請八箇条」などもた
いへんおもしろい資料だと感じました。今となっ
ては、病院などで看取られながら臨終を迎えると
いうイメージばかりで、特別、何かをするという
ことはないと思います。しかし、昔はこのように
して臨終についての規定をし、そのための行儀も
あったと知り、感心しました。ひとつ気になった
こととして、これは庶民にも伝わっていたのかど
うかというものがあります。このような臨終行儀
は、どの身分のものにとっても一般的だったので
しょうか。 
『往生要集』はよく知られた仏教文献ですが、全
編を通読した人は少ないでしょう（私も実はして
いません）。機会があれば、読んでみて下さい。
源信の持っていた世界観や救済の論理がわかるは
ずです。臨終行儀やそれを支えた二十五三昧講な
どは、近年、死をめぐる議論の中で再評価されて
います。一種のホスピスなのです。「看取り」と
いうことばもしばしば登場します。庶民もしてい
たかどうかは、明確な答えを持っていませんが、
平安時代ではまだ庶民一般に浸透していなかった
という印象を持っています。二十五三昧講も貴族
や高僧のエリート集団ですし、そもそも浄土教が
人びとに浸透するのは、鎌倉以降です（空也など
の例外はありましたが）。鎌倉時代に成立した
『法然上人絵伝』には、さまざまな人たちが来迎
を体験したり、臨終行儀を行っている姿が見られ
ますが、それでも僧侶以外の庶民のケースはまれ
です。来迎の場面としては芥川龍之介の「三の宮
の姫君」が有名ですが、主人公の姫君も落ちぶれ
てはいても貴族の家柄です。 
 
